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は し が き

重度の視覚障害者がコンピュータを使うには，画面上のテキスト情報や画面状

況を音声で出力するスクリーンリーダと呼ばれるソフトを利用する。このソフ

トは文章をまとめて朗読する機能のほかに， 1文字ずつ詳しく読み上げる「詳細

読み」という独特な読み上げ機能も装備している。

詳細読みとは，各の文字を音声で一義的に判別させるため，それぞれ異なる説

明的な表現を割り当てた読み方である。例えば「汽車が走る。」というテキスト

の詳細読みは「ノリモノノキシャノキ，クルマ，シャ，ヒラガナ，ガ，ハシル，

ソウ，ヒラガナ，ル，ゼンカクマル」となる（スクリーンリーダ： 95Reader（SSCT）

の場合）。同音の漢字の識別には不可欠である。

この詳細読みの一部に，元の漢字を想起しづらいものがあるというユーザのニ

ーズを受けてこの研究は始まった。研究計画作成時の目的は，教育漢字 1006字

については児童を対象に，教育漢字を除いた常用漢字 939 字については成人を

対象に，分かりやすさ／分かりにくさの要因を実験的に調べ，その結果をもと

に新たな詳細読み表現を策定し，これを視覚障害者用システムが利用できる形

式で提供する，というものであった。

研究分担者に加えて科学研究支援員と所外研究協力者の支援を受け，当初の目

的以上の成果を達成することができた。その成果は以下のとおりである。 

• スクリーンリーダ製品の漢字詳細読みの分析 
• 児童及び成人を対象とした詳細読みによる書き取り実験 
• 児童を対象とした単語親密度実験 
• JIS第 1水準漢字 2965字の詳細読みの策定 

• 詳細読み以外の新しい漢字判別方法の試作 
• 研究過程で得られたデータの提供 
• スクリーンリーダ製品の詳細読み作成経緯のルポ 
• 海外における詳細読みのルポ

本報告書ではこれらの成果について，語彙と単語親密度をキーワードにまとめ

ていった。学術及び実用の両方の観点から楽しんでいただけるものと思う。

本研究は実に多くの人たちの協力を得て実を結んだ。ご協力頂いた皆様方に深

く感謝の意を表したい。

平成 19年 1月 15日

研究代表者 渡辺 哲也 

（独立行政法人 国立特殊教育総合研究所）
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■ 報告書の構成

報告書は大きく 3部に分かれる。

第 1 章から第 6 章までは研究編である。スクリーンリーダ製品の詳細読みの

分析（第１章），単語親密度実験（第 2章），試作した詳細読みの評価実験（第 3

章），成人を対象とした漢字書き取り実験（第 4章），JIS第 1水準漢字の詳細読

みの策定（第 5章），新しい仮名漢字変換支援プログラムの開発（第 6章）の各

内容を学術雑誌へ発表した原稿や，学会・研究会で報告した際の予稿原稿をも

とに再構成した。

第 7章から第 9章は研究成果編である。研究成果とは，学術発表に留まらず，

データやソフトの形で視覚障害者やその支援者，研究者らに配布できるものを

指す。教育現場における実際的利用のために開発した漢字同音異義語問題（第 7

章）と，詳細読み策定支援プログラムを一般にも利用できる形に作り直した二

つのプログラム（第 8 章）を紹介する。研究編とした第 5 章と第 6 章の内容も

研究成果として配布している。第 9 章では，研究成果を一般に普及させるため

に開催した研究成果発表会の概要を記した。研究成果物は国立特殊教育総合研

究所の Webサイト上で配布している。その利用方法も第 9章に記した。

第 10章と第 11章は資料編，あるいはルポ編である。第 10章では，台湾のス

クリーンリーダにおける詳細読みを紹介した。第 11章では，国内で最も普及し

た MS-DOS 用スクリーンリーダの開発者に，その開発の経緯と詳細読みの考案

について伺った。

本報告書の第 1章から第 5章と，第 9章第 1項，第 10章，第 11章は，研究

代表者の渡辺が執筆または編集した。第 6 章から第 8 章と第 9 章第 2 項は，科

学研究支援員の山口が執筆した。
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